
1984年出上の木簡

え
る
梵
字
の
集
成
を
試
み
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡

（神
奈
川
）
出
上
の
若
官
大
路
造
営
関

係
の
木
筒
も
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
中
世
木
簡
で
あ
ろ
う
。

近
世
木
簡
は
、
例
年
数
個
所
で
出
上
し
て
い
る
。
本
号
収
載
の
も
の
で
は
、

平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

（京
都
）
出
上
の
ロ
ー
マ
字
木
簡
や
、
上
永
原

遺
跡

（滋
賀
）
出
上
の
忠
臣
蔵
上
演
関
係
の
木
簡
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
平
安
京
左
京
内
膳
町
跡

（京
都
）
出
上
の
木
簡

（
一
九
七
八
年
、

本
誌
第
二
号
）
に
つ
ぐ
事
例
で
あ
る
。
後
者
は
、
木
簡
使
用
法
の
新
し
い
事
例

と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
本
号
で
は
、
吉
田
城
三
ノ
丸
跡

（愛
知
）
。
大
津
城
跡

（滋
賀
）
で
、

江
戸
後
期
の
遺
構
か
ら
出
上
し
た
木
簡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

江
戸
前
中
期
の
事
例
が
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
江
戸
後
期
も
木
簡
研

究
の
射
程
に
入

っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

諸
般
の
事
情
で
本
号
に
収
載
で
き
な
か
っ
た
木
簡
出
土
遺
跡
は
、
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

矢
谷
遺
跡

（京
都
）
　

金
剛
寺
遺
跡

（滋
賀
）
　

北
土
井
遺
跡

（長
野
）

俵
田
追
跡

（山
形
）

こ
れ
以
外
に
も
、
過
去
に
木
簡
が
出
上
し
て
、
本
誌
に
そ
の
報
告
を
掲
載
し

え
て
い
な
い
遺
跡
が
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
で
は
、
朔

っ
た
年
次
に
出

土
し
た
事
例
で
あ

っ
て
も
、
本
欄
や

「
一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
」
欄
で
、

適
宜
と
り
あ
げ
て
い
く
方
針
で
編
集
を
進
め
て
き
て
い
る
。
木
簡
出
土
情
報
の

収
集
と
報
告
の
掲
載
に
つ
い
て
、
会
員
お
よ
び
関
係
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（栄
原
永
遠
男
）

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に
つ
い
て
は

編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、

「貿
」
「
證
」

「龍
」

「廣
」

「
轟
」

「
應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「非
」

「芥
」

一‐季
」

「妹
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（七
頁
第

一
図
参
照
）。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と



を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

。
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
文
字
で
あ
る
が
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り

原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

■
田
田
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

口
Ｈ
□
一　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
川
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に

よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

同

一
本
街
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
朔
な
も
の
。

組
版
の
関
係
で
一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
行
末

・
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

＊
　
　
　
　
図
版
に
写
真
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
▽
は
木
簡
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（
八
頁
第
二
図
参
照
）。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
５
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
あ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

。
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
】
型
式

小
形
矩
形
の
も
の
。

ｏ
遥
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
営
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
望
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
超
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
ヽ
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
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1984年出上の木簡

ｏ
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
切
し
な
い
も
の
。

ｏ
】
型
式
　
削
屑
。

広
島

・
車
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
草
戸
千
軒

町
遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お

そ
の
他
の
中
世
木
簡
に
つ
い
て
は
以
上
の
型
式
番
号
に
適
合
し
な
い
も
の
が

多
い
の
で
、
注
記
を
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

×
位
下
財
椋
人
安
万
呂

×
行
夜
使
力
注
状
故
移
」

泉
進
上
材
十
二
条
中

「＜
武
蔵
国
男
会
郡
余
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

下
月
」

「
　

番
長
二
人

請
飯
蔵
部

一
人

史
生

一
人

舎
人
十
七
人

右
依
例
所
請
如
件

又桁
ノヽ―一

条条

木
簡
学
会
役
員

会
　
長

副
会
長

委

員

岸
　
　
俊
男

大
庭
　
　
脩

青
木
　
和
夫

門
脇
　
禎
二

佐
藤
　
宗
諄

坪
井
　
清
足

原
　
秀
三
郎

関

　

　

晃

綾
村
　
　
宏

館
野
　
和
己

橋
本
　
義
則

平
野
　
邦
雄

岩
本
　
次
郎

狩
野
　
　
久

田
中
　
　
琢

直
木
孝
次
郎

土
田
　
直
鎮

加
藤
　
　
優

寺
崎
　
保
広

町
田
　
　
章

早 田 鬼 岡
川 中 頭 崎

庄   清
八 稔 粥 敬

幹 監

事 事

栄
原
永
遠
男

東
野
　
治
之

和
田
　
　
率

爺
線
欝
奪

渉
隠
イ
詢

第 1図 木簡釈文の表記法



θ認型式

哄

困
園

凹
日
Π
口
□
閉
期

式型嗣

式

璽

硼式

悪
口
周
国
ｇ
廻

回円四円田理卿　　０
15cm

第 2図 木簡の形態分類




